
會澤高圧コンクリート 株式会社「福島RDMセンター」

自己治癒コンクリートやGHGをコンクリートに

封じ込める技術を用いたコンクリート二次製品

の製造、コンクリート3Ⅾプリンター・水素再生

可能エネルギー・デジタルクローン建築・エンジン

ドローンによる防災支援・スマート農業/陸上養殖

等の分野で”脱炭素第一”“NETゼロ2035”実現の

ための研究開発実証実験を2023年4月操業開始の

「福島RDMセンター」（福島県浪江町）で行います。

再生可能エネルギーやロボット産業の最先端の地で

ある福島県浪江町。ゼロからの街づくりを進めてい

る中、「福島国際研究教育機構(F-REI)」の建設が決

定し、国内外から多くの技術者や若者が集まってき

ます。そのポテンシャルの高さはきっとAIZAWAの描

く”The future can be developed !!”を実現に導

きます。さあ、一緒に未来を作りましょう。

福島RDMセンターは技術分野の研究

（Research）開発（Development）生産

（Manufacturing）の3つの機能とデジタル

経営事務機能を兼ね備え、個々の特性や

希望、能力を考慮しつつ「新しいことを

やりたい」という強い気持ちに応えます。

募集概要

採用担当者からのメッセージ

業務内容

入社の決め手 就活生へのエール

開発営業本部

漠然と脱炭素に貢献できる仕事をしたいと

思っていても、何をやればよいかわかりま

せんでした。AIZAWAでは自分の造ったコン

クリート製品が脱炭素社会の実現に向けて、

公共事業や再生可能エネルギー分野、ス

マート農業分野などで利用され、持続可能

な社会の実現に貢献できることを知りまし

た。コンクリートが自分の力で傷を治した

り（自己治癒コンクリート）、CO2を直接コ

ンクリートに閉じ込めることができるなん

て驚きです！（カーボンキュア）。もうや

るしかないと決めました。

建築とテクノロジー、デジタルクローンを

掛け合わせた研究開発を新工場で実現でき

るなんてめちゃめちゃ面白いと思います。

自分はエンジニアとしてドローンの開発な

どにも携わっていますが、ここ浪江町では

面白いことが出来そうだなと感じています。

浪江に暮らすことで見えてくるものを大切

にしながら、浪江町に立地する企業として

町と一緒に自分も成長していきたいと思っ

ています。是非あなたの力も貸してくださ

い。一緒に頑張りましょう。

先輩社員からのメッセージ

会社のココを見て

入社4年目

北海道札幌市出身

北海道苫小牧市若草町3丁目1番4号 独楽ビル

011-723-6600

企業データ

製造業

福島県浪江町

総合技術職・総合事務職

エンジニア

〒053-0021

採用担当者：人事労務統括 佐藤一彦

大学院 230,000円 ～240,000円

大学 220,000円 ～230,000円

短期大学 200,000円 ～210,000円

高等専門学校 200,000円 ～210,000円

専修学校

職業大

勤務地

募集予定職種

仕事内容

賃金
※定額的に支払われる手当や固定残業代を含む場合があります。

1963年10月1日

設立

124日
年間休日

20人

過去３年間の新卒等採用者数

2人

過去３年間の新卒等離職者数

健康保険・厚生年金保険・雇用保険・

労働災害保険・団体医療保険

福利厚生

2,030,000万円
売上高

6,390万円
資本金

従業員数

8日
平均有給消化日数

45

相双

SDGsの取組み

女性社員によるインドでの「コンクリート3Ð

プリンター」を活用した“自己完結型水の

いらないトイレ”の普及PJなど。

男性：495人 女性：151人

646人

ブースNo


